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Abstract
　In this study, a food questionnaire was administered to students in the 
nutritionist training course from 2020 to 2023 with the purpose of reviewing 
their dietary habits.
　The 144 students who responded were included in the analysis. They were 
divided into two groups according to the frequency of breakfast: "4 or more 
days a week"（breakfast intake habit group）and "3 or less days a week"（not 
applicable group）. Survey items related to breakfast intake, vegetable intake, 
and salt intake were compared.
　The breakfast intake habitual group had a significantly lower percentage of 
those living alone. In addition, a significantly higher proportion of the breakfast 
habituated respondents had a breakfast consisting of a staple meal, main dishes, 
and side dishes, and a significantly higher proportion of them consumed 
vegetables for breakfast. However, the results also indicated that breakfast was 
not sufficient even for those who were habitual breakfast eaters.
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Ⅰ．緒　　言
　令和 5 年 5 月 31 日に国民の健康の増進の総合的な推進を図るための基本的な方針の改正
が告示され、令和 6 年度から令和 17 年度までの「二十一世紀における第三次国民づくり運
動　健康日本 21（第三次）」の適用が発表された1）。新基本方針では、すべての国民が健や
かで心豊かに生活できる持続可能の社会の実現に向け、だれ一人取り残さない健康づくり
の展開と、より実効性を持つ取組の推進を通じて、国民の健康増進と総合的な推進を図る
ための基本的な事項が示された2）。国民の健康の増進の推進に関する基本的な方向では、ラ
イフコースアプローチ（胎児期から高齢期に至るまでの人の生涯を経時的にとらえた健康
づくり）を踏まえた健康づくりとして、各ライフステージに特有の健康づくりについて、
引き続き取組を進めることが盛り込まれ、栄養・食生活の改善分野の具体的目標値として、
主食・主菜・副菜がそろったバランスの良い食事を摂っている者の割合、野菜と果物の摂
取量、食塩摂取量が設定されている3）。これらの項目は、栄養士の取り組みの指標として
用いるべき重要な項目であるが、健康日本 21（第二次）の最終評価では、いずれの項目も
ベースライン値と変わらないという結果であった4）。中でも、バランスの良い食事を摂っ
ている者の割合と野菜摂取量は、大学生や短期大学生が該当する 20 代が全世代の中で最も
低く、さらに減少傾向にあることが指摘されている5）。また、次世代の健康として朝・昼・
夕の三食を必ず食べる子どもの割合の増加が目標項目として設定されているが4）、農林水
産省「食育に関する意識調査」（令和元年 10 月）によると、朝食を欠食する（「週に 2 ～ 3
日食べる」及び「ほとんど食べない」）若い世代（20 ～ 39 歳）の割合は 25.8％、「ほとん
ど毎日食べる」と回答した若い世代の割合は男性 58.0％、女性 69.2％であり、他の世代に
比べ低値であったことが報告されている6）。さらに、令和 5 年度の同調査では、朝食を欠
食する若い世代の割合は 26.7％と増加傾向にある7）。
　望ましい食習慣による適正体重の維持が、肥満との関連を指摘されている糖尿病、循環
器疾患、がんなどの生活習慣病の予防に効果があることは、多くの栄養疫学的研究で報告
されている8）。2005 年には食育基本法が制定され、子どものうちから健康的な生活習慣を
身につけ、生涯にわたって心身の健康を確保するため、義務教育の現場で様々な取り組み
がなされてきた。大学においても、正しい食習慣の定着や健康づくりに対する意識を高め
ることは非常に重要である。特に、栄養士養成課程の学生は、将来的に地域住民や様々な
年代の対象者の健康の保持増進、改善に関わっていくことが考えられるため、適切な食事
の摂り方を確実に身につけておく必要がある。そこで、栄養士養成課程では 2 年次生を対
象として、各自の食習慣を見直すことを目的に「食に関するアンケート」調査を行い、若
年者の栄養指導における課題抽出のための資料とすることとしている。本研究では 2020 年
度から 2023 年度までに実施した栄養士養成課程の学生を対象とした「食に関するアンケー
ト」調査結果から、朝食の摂取状況、野菜摂取、塩分摂取に関する調査項目を用いて現状
把握を行った。
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Ⅱ．方　　法
1. 対象と方法
　栄養士養成課程の 2 年次生を対象に、2020 年から 2023 年の 4 年間、毎年 7 月に栄養指
導論実習Ⅱにおいて自記式質問用紙を配布、Google form による回答方式で調査を実施し
た。調査対象は 2020 年 44 名、2021 年 36 名、2022 年 31 名、2023 年 38 名の計 149 名で
あった。調査の前に目的、内容、手順、個人情報の保護等について口頭で説明した。また、
調査票には、結果は統計的に処理され、個人が特定される形で公表することはないことを
明記した。回答は無記名とし、調査への回答をもって協力の同意を得たものとした。回答
者は 144 名（回答率は 96.6％）であった。

2. 解析に用いた調査内容
　質問紙は大阪府が作成した「食に関するアンケート」質問票を用いた。この質問票は、
大阪府が高校生を対象とした「食に関する指導」の指導教材として作成し、これを大学生
用の質問票に改変したものである。得られた回答から、以下の項目を解析に用いた。
　属性項目では、性別、居住形態（一人暮らし / 非一人暮らし）を用いた。居住形態の非
一人暮らしとは、「家族と同居（自宅通学）」「寮・下宿（食事付き）」「その他」と回答した
者を示す。
　食事状況については「朝食摂取頻度」「朝食の内容」「野菜摂取量（朝食 / 一日）」「食塩
摂取（汁物を 1 日 2 杯以上飲む / 麺類の汁をほとんど飲む / おかずに調味料をよくかける）」
を用いた。朝食摂取頻度については、「ほとんど毎日食べる」「週 4 ～ 5 日食べる」「週 2 ～
3 日食べる」「ほとんど食べない」の 4 つの選択肢から回答を得た。第 4 次食育推進計画で
は、朝食の欠食を「週 2 ～ 3 日食べる」「ほとんど食べない」の合計と定義している7）。こ
れに基づき、本研究では、朝食摂取頻度が「週 4 日以上」（朝食摂取習慣群）と「週 3 日以
下」（非該当者群）の 2 群に分けて分析することとした。朝食の内容については、「朝食を
食べる」とは、「エネルギー源になる食べ物、飲み物を飲食する」こととし、砂糖やミルク
を加えないお茶類（日本茶・コーヒー・紅茶など）のみを摂取することや水及び錠剤・カ
プセル・顆粒状のビタミン・ミネラルのみを摂取することは含まないこととした。野菜摂
取量については、副菜のうちで、野菜を 70g 程度使った料理を一皿とし5）、きのこ、いも、
豆類、海藻は含まないこととした。

3. 統計解析
　本研究では、調査年度と食に関する調査項目のクロス集計を行い、χ2 検定を行った。ま
た、4 年間の回答者 144 名のうち、朝食摂取頻度が「週 4 日以上」の 95 名を朝食摂食習慣
群、「週 3 日以下」の 49 名を非該当者群として、「朝食の内容」「野菜摂取量（朝食 / 一日）」

「食塩摂取の仕方」についての群間の割合をχ2 検定又は Fisher の正確確率検定（期待度数
が 5 未満のセルが全体の 20％を上回る場合）を用いて比較した。統計処理には SPSS ver. 24 
for Windows（IBM, Tokyo, Japan）を使用し、p < 0.05（両側検定）を有意水準とみなした。
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Ⅲ．結　　果
1. 対象者の属性
　表 1 に対象者の属性と朝食摂取頻度の調査年度別比較を示した。性別では、栄養士養成
課程の特性で女性が多く、男子学生の割合が 2021 年度は最も低く（0％）、2022 年度が 3
名（9.7％）で最も高かった。居住形態では 2022 年が一人暮らしの割合が低く（9.7％）、
2021 年度が最も高かった（20.6％）。例年 1 ～ 2 割程度、一人暮らしの学生が在籍してい
る。朝食摂取頻度については、「週 4 日以上」の者が 2021 年度は 18 名（52.9％）と最も低
く、2022 年度、2023 年度（74.2％ , 71.4％）は 70％を超えていた。いずれも年度別の比較
において有意な差は認められなかった。

2. 調査年度別の食事の状況
　回答者の食事の状況を調査年度別に比較した結果を表 2 に示した。朝食の内容について
は、2020 ～ 2022 年度まで「主食のみ」（31.8％，29.4％，35.5％）と回答した者が最も多
かった。2023 年度は「主食のみ」（7 名、20％）の者が減少、「主食・主菜」（8 名、22.9％）
を選択した者が増加した。「主食・主菜・副菜」がそろった食事をしている者は、2020 年、
2022 年（4.5％，3.2％）が低く、2021 年、2022 年（11.8％，11.4％）が高くなっている。し
かし、人数にすると「主食・主菜・副菜」がそろった食事をしている者は 4 名以下と少な
く、約 9 割が「主食・主菜・副菜」がそろっていないか、または食べていない者であった。
野菜の摂取については、朝食で野菜の摂取量が 1 皿以上（70g 以上）であった者は、2022
年の 51.6％が最も高く、他の年度は 20％台（27.2％，23.5％，22.9％）であった。一日の野
菜の摂取量が目標値の 350g に近いと思われる者（5 皿以上）は、2021 年が 11.8％と最も高
く、2020 年、2023 年は 1 名（2.0％，2.9％）しかいなかった。食塩の摂取については、「み
そ汁・スープなどを 1 日 2 杯以上とる」、「麺類の汁をほとんど飲む」、「おかずの調味料を
よくかける」と回答した者は、いずれの年度でも 20％台を超えることはなかった。年度別
では、いずれの調査項目においても有意な関連が認められるものはなかった。

表1 　回答者の属性
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表2 　回答者の食事状況
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3. 朝食摂取習慣の有無による食事の状況
　朝食摂取習慣群と非該当者群の 2 群で食事の状況を比較した結果を表 3 に示した。朝食
摂取群は一人暮らしの割合が低く（11.6％）、非該当群は一人暮らしの割合が高かった

（24.5％）。以上のように朝食摂取習慣の有無と居住形態に有意な関連が見られた（p ＝ 
0.041）。朝食の内容については、朝食摂取習慣群は非該当群に比べて「主食・主菜・副菜」
がそろった食事をしている者の割合が有意に高く、「主食・副菜又は主菜・副菜」「副菜の
み」「主食・主菜」「主食のみ」「その他」の割合も有意に高い結果であった（p < 0.001）。
野菜摂取量については、朝食摂取習慣群の方が、「3 皿以上」「2 皿」「1 皿」「0.5 皿以下」の
項目で割合が有意に高いという結果が認められた（p < 0.001）。

Ⅳ .　考　　察
　年度別の朝食摂取頻度では、2020、2021 年度と 2022、2023 年度で変化があった。2020、
2021 年度までは朝食摂取習慣のある者の割合が低い傾向にあった。また、朝食の内容では、
2020、2022 年度において「主食・主菜・副菜」がそろった食事をしている者の割合が低
かった（4.5％、3.2％）。2022 年度は他の年度に比べると、「主食のみ」の割合が高く（35.5％）、
朝食に 1 皿以上の野菜を摂取している者の割合が高かった（51.6％）。
　朝食摂取頻度については、農林水産省の「食育に関する意識調査」（令和 3 年）9）の結果
において「週に 2 ～ 3 日食べる」と「ほとんど食べない」を欠食とした場合、若い世代（20
～ 39 歳）では朝食欠食の割合は、25.8％と報告されている。しかし、本対象集団の 90％以
上が女性であることから、同調査の 20 ～ 29 歳の女性（22.1％）と比較すると、本対象集
団は欠食の割合が高い。大阪府食育推進計画の第二次最終評価値（2016 年度）では、大阪
府の大学生の朝食欠食率は、18.1％と報告されている10）。また、滋賀県の女子大学生・女
子短期大学生を対象とした 2019 年の調査では11）、朝食欠食習慣のある者（朝食摂取習慣が

「週 3 ～ 4 回以下」の人）の割合が 18.9％であり、管理栄養士養成課程以外の大学生（22.0％）、
短期大学生（22.3％）、管理栄養士養成課程大学生（7.7％）の欠食習慣者の割合に有意な違
いがあったことが示されている。2020 年の栄養士養成課程の短期大学生を対象とした調査
では12）、朝食をほぼ欠食すると回答した者は 19.1％と報告されている。他にも、栄養学な
どの専門教育を受けた学生は、他の学生と比較して朝食の欠食率が低い傾向にあったこと
が指摘されている13）。しかしながら、本学の栄養士養成課程では、朝食摂取習慣の非該当
群が 2020 年は 34.1％、2021 年は 47.1％にものぼった。2022 年（25.8％）、2023 年（28.6％）
と、全国調査9）の割合とほぼ同程度となってきてはいるが、栄養士養成課程の学生として
は、朝食摂取習慣のある者の割合が高い水準にあるとは言えない。2020、2021 年において
特に非該当者の割合が高かった理由として、2019 年からの新型コロナウイルス感染症の拡
大により自宅待機を余儀なくされ、大学の講義の多くが遠隔で行われていたことの影響が
考えられる。2021 年の調査結果9）から、新型コロナウイルス感染症の拡大で、若い世代に

「自宅で食事を食べる回数」「自宅で料理を作る回数」が増加（54.4％、39.5％）などの食生
活の変化があったことが報告されている。20 ～ 29 歳の女性では、「規則正しい食生活リズ
ムが増えた・広がった」と回答した割合（14.0％）が高い一方、「規則正しい食生活リズム
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表3 　朝食摂取習慣の有無による食事状況の比較
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が減った・狭まった」と回答した割合（11.0％）が高いことも報告されている。このよう
に、時間的ゆとりが生まれたことで食習慣が改善された者もいる一方で、夜更かしが習慣
化して生活リズムが乱れてしまった者も少なくない。その結果、規則正しい食生活リズム
が失われ、朝食欠食が増加した可能性が考えられる。
　次に、朝食摂取習慣の有無による食事の状況について考察する。朝食摂取習慣の有無と
居住形態には関連があり、一人暮らしに欠食する者の割合が高いことが示された。大学生
の朝食欠食習慣に及ぼす要因について、居住形態が関連していることは多数報告されてお
り10，12，14）、先行研究14）の一人暮らし（下宿生）は欠食習慣の割合が高い（60.6％）という結
果は本調査の割合とほぼ一致している。この研究では、アルバイトとの関連も指摘されて
おり、一人暮らし（下宿生）のアルバイトありの者に朝食欠食習慣が高いという結果から、
アルバイトの影響で生活習慣が乱れ、朝食欠食に結びつきやすいことが示唆されている。
本研究では、アルバイトの有無は調査していないが、アルバイトが朝食摂取習慣に影響を
及ぼしていることも考えられる。
　朝食の内容との関連では、朝食摂取習慣群は、非該当群と比較すると「主食・主菜・副
菜」がそろった食事をしている者の割合が高かった。しかしながら、朝食摂取習慣群は「主
食のみ」「その他」と回答している者の割合も高く、必ずしも栄養のバランスの良い食事内
容であるとは言えない。若年・中年期の調査において、男女ともに朝食摂取習慣のある者
の方が「バランスの良い食事を 1 日 2 回以上」とっている割合が高いことや15）、性・年代
を問わず朝食摂取習慣が主食・主菜・副菜がそろったバランスの良い食事習慣と関連して
いることが報告されている16）。しかし、学生の朝食摂取習慣の有無と朝食の内容を検討し
た研究では11）、朝食摂取頻度の低い者は内容も不十分な傾向があり、高い者でも内容が十
分ではなく、朝食欠食習慣が食事内容にも影響を及ぼしている可能性が示唆されている。
野菜の摂取については、首都圏における女子大学生では朝食摂取頻度と習慣的な野菜摂取
量や栄養摂取量の低さとが関連している可能性が報告されている17）。また、中年期男性で
は、朝食摂取習慣のある者の方が「野菜をたくさん食べる」を実践している割合が高かっ
たが、若年女性では、朝食摂取習慣の非該当者であっても、割合はほぼ同程度であった15）。
以上の報告から、中年期では、健康意識が高まるにつれ、朝食の内容の充実度も高まり、
生活習慣病予防のための食事の実践に繋がっていくが、大学生においては、健康に対する
意識や食に関する知識を得る機会があっても、大学生特有の様々な要因により実際の栄養
のバランスの良い食事内容への改善や習慣化に繋がりにくいという課題が考えられる。朝
食摂取習慣や朝食の内容について、他大学の管理栄養士・栄養士養成課程の学生において
は、栄養に関する専門知識を学修していることが関与している可能性が指摘されているが
11，14）、本学の栄養士養成課程の学生の場合、その効果が顕著に見られないという結果であっ
た。その原因については、今回の調査では不明であるが、今後は他大学栄養士養成課程の
学生や本学の他学部・他学科の学生との比較を通して明らかにしていきたい。
　朝食摂取習慣は学童期から思春期へ年代が進むと低下18）、大学生においても入学後に朝
食欠食率が増加することが報告されている19）。このような成長期の欠食習慣は、成人後の
食習慣にも影響を及ぼしていると考えられている。その中で、栄養士養成課程の学生は、
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一般学生に比較すると、栄養学を学び、栄養バランスの良い食事の必要性を理解し、調理
の技術を身につけているはずである。にもかかわらず、日常生活での実践には結び付きに
くく、実際の食習慣には課題があることが明らかとなった。本研究の結果から、受動的に
食習慣や健康の知識、技術を身につけるだけではなく、課題解決に向けてどのように働き
かけていくか、行動変容を目的とした、自分自身の食習慣に反映できる実践的な内容の演
習・実習を行っていく必要があるのではないかと考えられる。今後の課題として、栄養士
養成課程の学生の食習慣の改善に取り組み、調査を継続して行うことでその効果を探求し
ていく必要がある。

Ⅴ .　結　　論
　朝食摂取習慣がある者は非該当者に比べて「主食・主菜・副菜」がそろった朝食をとっ
ている者の割合が高く、朝食に野菜を摂取している割合も高かった。朝食欠食は一人暮ら
しの割合が高く、朝食の内容では、朝食摂取習慣がある者に比べて、食事内容に課題があ
ることが多い。また、朝食摂取習慣があっても朝食の内容が十分とは言えないことが示さ
れた。
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